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未来人材育成基金　愛知県校友会の取り組み
１：基金に対する基本的なスタンス（認識の共有）
★こんな想いで基金立ち上げ
母校立命館や其処に在籍する学生たちの頑張りが、社会に認められ、評価された時，我々卒業生はこれを素直に喜び、誇りにも思う。そして、100年超の歴史を持つ立命館が、今後も存続し発展する事を切に願う。この想いを形にすべく、OBの立場から母校を支える運動として未来人材育成基金が誕生した。
★基金の活用はいろいろ　
基金の趣旨にそった活用の仕方はいろいろある。
学びの環境を整えるハード分野への活用もあれば、経済的な問題で入学が叶わない優秀な学生を迎え入れる支援、学業に加え、すばらしい活動を展開している後輩たちの支援といった、ソフトな分野での活用もある。
基金は、未来人材の育成に役立つ様々なケースで活用される。
２：目標設定にあたり
目標は現実的な可能性を踏まえた数値としたい。すなわち、県在住の校友人数（１万3,000人）を基本に置くのではなく、総会出席人数（平均320名）から算出する目標人数とする。なお継続寄付者（毎月1,000円）を重視するも、これに極端にはこだわらず、目標金額を満たす為に、大口寄付／スポット寄付も受け入れる。
３：運動の展開にあたり
いわゆる広報活動だけでは目標実現は難しい。人的なアタック、いわゆる
Face  To  Faceが基本と考える。誠意を持って趣旨を直接伝え、その上で協力いただくというスタンスが望ましい。この時、義務感や強制感を感じさせない配慮も必要。校友会そのものから離れていってしまうような事になっては元も子もない。何よりも共感あっての寄付としたい。
４：目標
以下に2,015年から2,020年までの計画数字を記す。
目標金額は総会出席者平均人数をベースに、一定比率人数を積算したもの。
なお役員間では、「この数字よりもさらに低い数字が現実的・・・」とする意見や、逆に、「エリア内卒業生数に見合う大きな目標を掲げるべし・・・」との異なる意見もあった。
こうした複数の意見を踏まえながら、今回は以下の案とし、年度ごとに実績を踏まえながら目標数字の見直しをしていくこととした。
総額：7,488,000円
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320 320名の20％からスタート 毎年16名のアップ 一人　年間　12,000

2015年 20% 64 0 768,000

2016年 25% 80 16 960,000

2017年 30% 96 16 1,152,000

2018年 35% 112 16 1,344,000

2019年 40% 128 16 1,536,000

2020年 45% 144 16 1,728,000

延べ人数　624名 7,488,000


5：運動具体案（仮）
★協力者ネットワークを拡充する
県地区幹事、職域校友会、各種親睦会などで「愛知RFS」を数名づつ任命させて頂き、
運動に協力いただく。
· 愛知県地区幹事
· 衣笠会
· 愛知県庁立命会
· 機友会
· 立豊会
· 梨花会
· 忠昭会　その他　
★one  To  oneコミュニケーションを提唱する
一人の人が一人の校友の理解を得ることができたなら、協賛者総数は働きかけた人数の倍となる。大きな課題（人数）を一人の人間に課するのではなく、
まずは《一人が一人の協賛者を確保する・・》というところから始めて行く。
この運動は、上記協力者ネットワークで展開する。
★各種会合の式次第に「基金案内（又は寄付受付）」を加えていただく
各種会合の式次第に「基金のご案内タイム」を設けていただくよう働きかける。可能ならば「愛知RFS」又は必要に応じて愛知県役員が会合に参加させていただき，協力を訴えると同時に基金代行受付も行う。（簡易受付　修正ポチ袋対応　振込先記入欄付き）なお，
比較的大きな会合には幟／基金活用パネル／チラシ等を会場に配置する。
★各種ツールを活用する
＊県ホームページでの広報を活発化する。
未来人材紹介等（本部記事の転載含む）、基金関連記事の掲載頻度を増す。
